
（
審
査
請
求
に
係
る
意
見
聴
取
）

（
審
査
請
求
に
係
る
意
見
聴
取
）

第
七
条

審
査
請
求
の
趣
旨
及
び
理
由
が
法
第
三
条
第
一
号
又
は
第
四
条
第
二
号
の
要
件
に
該
当
し
な
い
こ
と
で

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
審
査
請
求
を
棄
却
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
国
家
公
安
委
員
会
が
法
第
三
十
七
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
審
査
専
門
委
員
の
意
見
聴
取
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
を
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
中
「
当
該
暴
力
団
が
法
第
三
条
又
は
第
四
条
の
要
件
に
該
当
す
る
旨
の

確
認
を
し
よ
う
と
す
る
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
書
面
並
び
に
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
当
該
暴
力
団
が
法

第
三
条
又
は
第
四
条
の
要
件
に
該
当
す
る
と
認
め
る
旨
を
証
す
る
書
類
の
要
旨
を
記
載
し
た
書
面
及
び
法
第
六

条
第
一
項
の
意
見
聴
取
調
書
の
写
し
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
請
求
を
棄
却
し
よ
う
と
す
る
理
由
を
明
ら
か
に
し

た
書
面
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
審
査
請
求
書
の

写
し
及
び
同
法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
第
二
項
の
弁
明
書
の

写
し
」
と
、
第
五
条
中
「
当
該
暴
力
団
が
法
第
三
条
第
一
号
若
し
く
は
第
四
条
第
二
号
の
要
件
に
該
当
し
な
い

旨
若
し
く
は
該
当
し
な
い
疑
い
が
あ
る
旨
又
は
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の
意
見
」
と
あ
る
の
は
「
当

該
審
査
請
求
が
理
由
が
あ
る
旨
の
意
見
」
と
、「
当
該
暴
力
団
が
法
第
三
条
第
一
号
又
は
第
四
条
第
二
号
の
要
件

に
該
当
す
る
旨
の
確
認
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
」
と
あ
る
の
は「
当
該
審
査
請
求
を
棄
却
し
よ
う
と
す
る
と
き
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
八
条

審
査
請
求
の
趣
旨
及
び
理
由
が
法
第
三
条
第
一
号
又
は
第
四
条
第
二
号
の
要
件
に
該
当
し
な
い
こ
と
で

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
審
査
請
求
を
棄
却
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
国
家
公
安
委
員
会
が
法
第
三
十
七
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
審
査
専
門
委
員
の
意
見
聴
取
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
を
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
中
「
当
該
暴
力
団
が
法
第
三
条
又
は
第
四
条
の
要
件
に
該
当
す
る
旨
の

確
認
を
し
よ
う
と
す
る
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
書
面
並
び
に
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
当
該
暴
力
団
が
法

第
三
条
又
は
第
四
条
の
要
件
に
該
当
す
る
と
認
め
る
旨
を
証
す
る
書
類
の
要
旨
を
記
載
し
た
書
面
及
び
法
第
六

条
第
一
項
の
意
見
聴
取
調
書
の
写
し
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
請
求
を
棄
却
し
よ
う
と
す
る
理
由
を
明
ら
か
に
し

た
書
面
並
び
に
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
審
査
請
求
書
の

写
し
及
び
同
法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
第
二
項
の
弁
明
書
の

写
し
」
と
、
第
六
条
中
「
当
該
暴
力
団
が
法
第
三
条
第
一
号
若
し
く
は
第
四
条
第
二
号
の
要
件
に
該
当
し
な
い

旨
若
し
く
は
該
当
し
な
い
疑
い
が
あ
る
旨
又
は
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の
意
見
」
と
あ
る
の
は
「
当

該
審
査
請
求
が
理
由
が
あ
る
旨
の
意
見
」
と
、「
当
該
暴
力
団
が
法
第
三
条
第
一
号
又
は
第
四
条
第
二
号
の
要
件

に
該
当
す
る
旨
の
確
認
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
」
と
あ
る
の
は「
当
該
審
査
請
求
を
棄
却
し
よ
う
と
す
る
と
き
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
意
見
聴
取
は
、
当
該
審
査
請
求
に
係
る
指
定
に
つ
い
て
意
見
を
聴
い
た
審
査
専
門
委
員
以
外
の
審
査

専
門
委
員
の
意
見
を
聴
く
こ
と
に
よ
り
行
う
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

附

則

附

則

こ
の
規
則
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
四
年
三
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

こ
の
規
則
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
四
年
三
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

﹇
様
式
を
加
え
る
。﹈

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報
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